
「とくしま生活排水処理構想２０２２」の概要

１ 概要

「とくしま生活排水処理構想」は、県民の皆さまが快適・安心に暮らすことができ

る、生活環境や公共用水域の水質保全による美しく豊かな水環境を実現するため、

県と市町村が連携し、中長期的なスパンで地域の実状に応じた「生活排水処理施設の

整備手法」を選定することで迅速かつ最適に整備を推進する「指針」となるものです。

平成７年の策定以降、適宜、見直しを実施しており、今回、平成２９年に策定した

「とくしま生活排水処理構想２０１７」を見直すもので、概ね５年毎に定期的な見直

しを行っています。

２ 基本方針

生活排水処理施設の整備における時間軸を勘案し、合併処理浄化槽や下水道など

整備手法の最適化を図り、早期かつ持続可能な生活排水処理システムの構築します。

３ 整備目標

令和１７年度末に汚水処理人口普及率９５％以上を目指します。

４ 見直し後の整備手法

見直しの結果、公共下水道では、未着手の２処理区を廃止し、１５処理区で区域の

縮小を行い、また、集落排水施設では、３処理区で統廃合を行い、２処理区で区域の

縮小を行います。これにより、約４，５３３ヘクタールが事業効果の早期発現が見込

まれる合併処理浄化槽区域にシフトしてします。

５ 構想の推進に向けた取組

整備目標を達成するため、以下の項目等に取り組みます。

（１）合併処理浄化槽整備の加速化と維持管理の適正化

・ 補助制度の「有効活用」により合併処理浄化槽の整備を促進

・ 適切な維持管理が可能な「公共浄化槽」の導入支援

・ 公益社団法人徳島県環境技術センターに相談窓口を設置し、浄化槽に関するあ

らゆる問合せにワンストップで対応

・ 指定検査機関等と連携し、法定検査の確実な実施に向け「必要性の周知・啓発」

など

（２）下水道等の早期整備と持続可能な事業運営

・ 国に下水道等の整備に必要な「予算確保」や「制度拡充」を提言

・ 市町村と連携した接続促進活動による「経営の安定化」

・ 下水道や集落排水施設の「統廃合や共同化」による「事業運営の効率化」など

（３）未来につながる「水環境を創造する意識の醸成」

・ 生活排水処理の仕組みや役割を説明する出前講座など「水教育の推進」

・ 講習会などによる生活排水処理に携わる「担い手の育成」

・ 継続的なＢＣＰの点検・見直しによる「地域防災力の強化」など


